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差/平均（cycle length variability index）はコントロールとCPVT患者由来 iPS細胞分化心
筋で有意差なく、両者とも拍動リズムは不規則性が高い結果であった。引き続き催不整脈
性を解析するにあたり、拍動リズムを一定にする必要があるため電気的ペーシング（フィ
ールド刺激）を用いて解析を行ったところ、イソプロテレノール負荷後に diastolic Ca2+ 
wave（拡張期に認められる異常な細胞内Ca2+の濃度上昇）をCPVT患者由来 iPS細胞分
化心筋で有意に多く認めた（1 Hzペーシング, control 12% vs. CPVT 43%, p < 0.05)。次
に、パッチクランプ法による電気生理学的解析を行ったところ、自発的拍動下では遅延後
脱分極の頻度にコントロールとCPVTで有意な差は認めなかったが、電気的ペーシング下
では、イソプロテレノール負荷後に CPVT 患者由来 iPS 細胞分化心筋にて有意に多く遅
























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成２９年 ２月 １３日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
